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令和６年度 佐久市総合計画審議会第１部会（第２回） 会議録 

日時：令和６年７月２６日（金） 

午前１０時～１１時３０分 

場所：佐久市役所７０１会議室 

 

【出席者】髙橋部会長、大工原副部会長、坂江委員、澤田委員、 

池田委員、柳澤委員、佐藤委員、大井委員 

【事務局】木内企画課長、安井企画調整係長、井出（吉）主任、久保田主事 

 

○協議事項等 

次第 

１ 開会 

 ・部会長挨拶 

 ・欠席委員報告（坂本委員） 

２ 議事 

（１）第二次佐久市総合計画後期基本計画の進行管理について 

質疑、意見 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部会長 

 

 

 

事務局 

 

部会長 

 

 

 第１部会では、「第二次佐久市総合計画後期基本計画」の第１章

の教育、文化、生涯学習分野、第６章の防災、交通安全、防犯分

野、第７章の協働、行財政、交流分野について審議を行い、本日は

第１章について御審議いただく。 

 

【第二次総合計画後期基本計画 令和５年度（2023年度）進行管

理報告書】 

うち、「第１章 生涯にわたり学び生きる力を育むまちづくり」 

「幼児教育」（９ページ）について説明 

 

幼児教育について、御質問等あるか。 

 

（意見なし） 

 

「学校教育」（10.11ページ）について説明 

 

学校教育について、御質問等あるか。 

 

（意見なし） 
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事務局 

 

部会長 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

「高校教育・高等教育」（12ページ）について説明 

 

高校教育・高等教育について、御質問等あるか。 

 

 保育士の実態は？ 

 

市立保育園の保育士の確保については、苦慮している。 

保育士不足解消のため、奨学金制度に加え、会計年度任用職員

に対し奨励金を新設し、賃金の改善を図っている。また、ICT機器

の導入により、労働面から負担軽減を図っている。 

保育士は増え始めているが、こういった制度を周知しながら増

やしていきたいと考えている。 

 

若い世代の今年の募集に対しての応募状況はどうか？ 

 

正規職員の募集を今まさにやっている状況のため、まだわから

ない。 

 

奨学金制度の利用者が 13人いたとのことだが、応募がどのくら

いあっての 13人なのか。 

 

手元にデータがないため、次回の回答とさせて頂きたい。 

 

市の保育園を何年後かに民間委託していくと思うが、準備や保

育士の確保は間に合うのか。 

 

臼田地区は民間の保育園が多いので、個別施設計画の中ででき

れば民間委託を進めていきたいと考えているが、それが何年後に

なるかは不透明なため、所管課の方で考えながら進めていく。 

 

医療的ケアに特化したニーズが高くなってきていると思うが、

そういった人材の養成については、何か構想はあるか。 

 

所管課にそういった考えがあるか確認し、次回回答させていた

だく。 
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委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

部会長 

 

委員 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

 

 

保育士不足が全国的課題となっているが、待機児童はないと思

う。佐久市は市外から若い世代が転入してくるが、幼児教育にも

魅力がないといけないと感じる。仕事に対し質の高い保育士の確

保が魅力につながると思うので、体制の充実を図ってもらいたい。 

 

高校再編の関係で市外の高校を受ける学生が増えてきている。 

佐久市の中で魅力ある学校、子供たちが佐久市で学びたいと思え

るような学校にしてもらいたい。 

 

 現場サイドでも危機感があると承知している。 

 野沢北高校は長野県でも数校しかない「スーパー探究校」でも

ある。新校においても特色ある学校にすることで、現状流出して

しまっている優秀な生徒を市内に留められるように検討してい

る。 

 

 

「青少年・健全育成」（13ページ）について説明 

 

青少年・健全育成について、御質問等あるか。 

 

地域での育成活動等が難しくなってきている。 

 もちろん支援は必要だが、もう一歩踏み込んだ施策が必要。 

 

意見として、所管課へ伝える。 

 

地域における公民館施設等の環境はよい。世代間交流での子供

の学びは大きい。 

 

青少年育成のみでなく、世代間交流をセットとして色んなこと

をやっていくようにしないと健全育成になっていかないと思う。 

 

独居の高齢者が増えてきているので世代間交流ができればいい

なと思う。高校生が保育園に行って子供達と交流することで、職

業選択の可能性が広がると思う。 
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事務局 

 

部会長 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

事務局 

 

部会長 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

「文化・芸術」（14ページ）について説明 

 

文化・芸術について、御質問等あるか。 

 

 旧中込学校に関しての記載がないのはなぜか。 

 来年 150 周年で全国へ発信していかなければならない。メイン

にして進めていただきたい。 

  

 今年度実行委員会を組織して進めているところ。 

 御意見があったことについては、所管課に伝える。 

 

 

「生涯学習」（15ページ）について説明 

 

生涯学習について、御質問等あるか。 

 

新しい図書館の再整備はいつか？ 

 

時期や場所については未定。 

古い施設であることは承知しているので、庁内で検討進めてい

る。 

 

サングリモも直すのか？ 

 

施設の再整備に合わせ現在２階にある図書館を１階に移動し、

広くして中込の賑わいの創出を図る。 

 

公民館を利用されている方も多く、メニューもたくさんあって

いいと思う。 

 

昨年の部会の中で、高齢者世代だけでなく、現役世代も参加で

きるようにという指摘があり、所管課の方でも現役世代が参加で

きるメニューを増やしたり、開催日を土日にするなどしていると

聞いている。 

 

コロナ後の反動で地域のつながりのニーズは高まっているので
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委員 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

事務局 

 

部会長 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

はないかと思う。 

 

普通、図書館は駅の傍にあり、高校生や大人の拠点となってい

る。電車待ちの間に利用し、勉強などをする。 

全体構想としての位置づけが見えるとよい。 

 

駅の近くにあるのが理想だが、駒場公園内に図書館があること

は自然環境があり時間がある人や子供連れには良い。 

 

図書館は多世代が使う施設であり、目的があって利用する人も

いるが、時間つぶしの目的で行く施設でもいいと思う。本を貸し

出すだけではない魅力のある、他からも話題となるような施設に

なってもらいたい。 

 

色々な意見を吸い上げて検討してもらいたい。 

 

 様々な意見があり期待が高いと所管課へ伝えさせてもらう。 

 

 

「スポーツ」（16ページ）について説明 

 

スポーツについて、御質問等あるか。 

 

大会参加や開催することがスポーツということでは、さみしい。

歩くこと等健康意識の必要性など市民に伝えてもらいたい。歩く

ことに関連して、商店街や新しく出来た街は明るいが、少し外れ

ると街灯がないので、道路整備等の対応もしてもらいたい。 

 

体育施設の市民の利用度はどうなっているのか。それに関する

ことの記載が必要ではないか。大会等の開催も重要だが、施設の

市民利用を目安に施策を考えていくという方がいいのではない

か。 

 

佐久平ハーフマラソンの存在は知っていたが、スポーツの部門

に入っていたことを知らなかった。観光目的のイベントだと思っ

ていた。 
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委員 

 

 

 

 

事務局 

 

部会長 

 

 

 

 

事務局 

 

部会長 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

卓球とかバドミントンとかやりたい人はいると思うが、場所が

あるのに知らないという人が多いと思う。 

チラシを配るなど宣伝が必要だと思う。 

 

認知度を上げる努力を。一部の人しか知らない状況。広報など

には載っていると思うが、情報が多く取りにいかなければ手に入

らない。 

 

 

「人権尊重社会」（17ページ）について説明 

 

人権尊重社会について、御質問等あるか。 

 

（意見なし） 

 

 

「男女共同参画社会」（18ページ）について説明 

 

男女共同参画社会について、御質問等あるか。 

 

区の役員等に女性がほとんどいない。 

 地元に入ったときの意識をどのように変えていくのか。実際の

具体的な組織、活動において、今後の方針に入れていただきたい。 

 

啓発活動を行っているが、聞いてほしい人が来てくれない、興

味がない。興味を持って講演会等に来てくれる人は意識が高い。

興味がない人に聞いてもらうためには前例踏襲ではなく、時間は

かかるかもしれないが各地域での取組等、視点を変える必要もあ

ると考えている。 

知り合いに女性で区長をやっている方がいるが、男性社会だと

言っている。お手並み拝見みたいな意識でなく、協力していくよ

うな意識醸成をしていく必要があると思う。 

 

区の総会だと、女性の方が意見が出る。役をやってもらいたい

と思って打診すると断られてしまう。 
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委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

男性優位社会がまだまだ根強い。区の役員等家単位で回ってき

た時は夫に出てもらうなど。今の現役世代や団塊の世代は、小さ

い頃から父親が主という姿を見てきており、その世代が親となっ

ている。今の小学生は父親が参観日に来ることなど当たり前だが、

一昔前は違った。変化はしてきているが、小学生の時点での教育

を進める必要がある。 

未だに女性が役職をもつと生意気だとか、家庭をないがしろに

しているように見られる意識もある。 

やりたいと思っても逆境にさらされてしまう。 

 

この審議会も市長の方針で女性委員増を推進しており、半分ぐ

らいの方に入っていただいている。議論ができる体制が大事と考

える。 

 

 

（２）その他 

部会長 

 

事務局 

 

 

 

部会長 

 

その他について、事務局から何かあるか。 

 

次回の開催は、８月 20日（火）午後２時から、佐久市役所６階

６０１会議室が会場となり、第６章、第７章の審議を予定してい

る。 

 

全体を通して何かあるか。 

ないようなので、以上で本日の全ての審議を終了とする。 

 

 

 

３ 閉会 


